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市公式ツイッター市公式フェイスブック

久喜市いきいきデイサービス事業
クリスマス会

　平成27年12月18日㈮、久喜総合文化会館
で、「久喜市いきいきデイサービス事業クリ
スマス会」が行われました。
　当日は、ボランティアによる歌や踊り、
ハーモニカ演奏などの披露がありました。
参加者の皆さんもボランティアの方々と一
緒に歌を歌ったりして、楽しいひとときを
過ごしていました。

主 な 内 容
●交通事故撲滅を目指して
●久喜マラソン大会当日は
　　　　　　　　交通規制を実施します
●「彩

さいあい

愛クラブ」をご存じですか？
●見直しましょう！　メディア漬け
●個人番号カードについて／
　マイナンバー制度・個人番号カードの利用について

広報
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……………3
…………………4
…………… 6～7

…8

『広報くき』『広報くきお知らせ版』は、市内各公共施設などに置いています。
また、市ホームページ（http://www.city.kuki.lg.jp）やｉ広報紙からも、ご覧になれます。
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◆
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
他
の

年
代
に
比
べ
、
死
亡
事
故
や
歩
行

中
・
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
が
多

い
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
は
、
夕
暮
れ
時

に
多
く
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
の
で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
反
射
材
用
品

や
ラ
イ
ト
の
使
用
が
効
果
的
で
す
。

○
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

　

い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
で
も
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

〈
歩
行
時
〉

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
急

　

い
で
い
て
も
横
断
歩
道
を
渡
り

　

ま
し
ょ
う

・
信
号
が
点
滅
し
て
い
る
場
合
は
、

　

次
の
青
信
号
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う

〈
自
転
車
乗
車
時
〉

・
交
差
点
で
は
、
必
ず
一
時
停
止

　

を
し
ま
し
ょ
う

・
急
な
進
路
変
更
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
車
道
で
は
左
側
を
通
行
し
ま

　

し
ょ
う

・
自
転
車
に
は
反
射
材
を
付
け
、

　

暗
く
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

し
ま
し
ょ
う

〈
自
動
車
運
転
時
〉

・
身
体
能
力
や
認
知
能
力
の
変
化

　

を
自
覚
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
運

　

転
を
し
ま
し
ょ
う

・
同
乗
時
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

　

し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う

○
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

高
齢
者
を
見
掛
け
た
ら
減
速
や

一
時
停
止
を
す
る
な
ど
、
高
齢
者

の
動
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
や

さ
し
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
交
差
点
や
踏
切
の
交
通
事
故

　

交
通
事
故
の
多
く
は
交
差
点
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

に
は
多
く
の
踏
切
が
あ
り
ま
す
。

踏
切
で
の
交
通
事
故
は
、
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

交
差
点
や
そ
の
付
近
、
踏
切
を

渡
る
際
は
、十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◆
自
転
車
の
交
通
事
故

　

自
転
車
が
関
連
す
る
交
通
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
、法
律
上
「
軽
車
両
」

で
あ
り
、
違
反
を
す
る
と
罰
則
が

科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
を
起
こ
せ
ば
高
額

な
損
害
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
安
全
な
運
転
を
心

掛
け
、
交
通
事
故
に
備
え
各
種
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
安
全
利
用
五
則

・
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

　

道
は
例
外

・
車
道
は
左
側
を
通
行

・
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　

寄
り
を
徐
行

・
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

○
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度

　

酒
酔
い
運
転
や
一
時
不
停
止
な

ど
の
危
険
行
為
を
繰
り
返
す
と
、

「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の
受
講

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

〈
講
習
受
講
の
流
れ
〉

①
３
年
以
内
に
２
回
以
上
危
険
行

　

為
を
反
復

②
県
公
安
委
員
会
が
受
講
を
命
令

③
講
習
の
受
講

※
受
講
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、

　

５
万
円
以
下
の
罰
金

○
危
険
行
為
（
14
類
型
）

信
号
無
視
／
通
行
禁
止
違
反
／

歩
行
者
用
道
路
に
お
け
る
車
両

の
義
務
違
反
（
徐
行
違
反
）
／

通
行
区
分
違
反
／
路
側
帯
通
行

時
の
歩
行
者
の
通
行
妨
害
／
遮

断
踏
切
立
入
り
／
交
差
点
安
全

進
行
義
務
違
反
等
／
交
差
点
優

先
車
妨
害
等
／
環
状
交
差
点
安

全
進
行
義
務
違
反
等
／
指
定
場

所
一
時
不
停
止
等
／
歩
行
通
行

時
の
進
行
方
法
違
反
／
制
動
装

置
（
ブ
レ
ー
キ
）
不
良
自
転
車

運
転
／
酒
酔
い
運
転
／
安
全
運

転
義
務
違
反

交
通
事
故
撲
滅
を
目
指
し
て

　

交
通
事
故
の
な
い
社
会
は
、
市
民
全
体
の
願
い
で
す
。

　

市
で
は
、
警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
種
交
通
安
全
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
交
通
安
全
へ
の
意
識
を

高
め
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
交
通
係
（
内
線
２
６
３
４
）

市内の交通事故発生状況
（平成27年中）

人身事故 756件　

物損事故 3,294件　

・主体別発生状況
子ども（中学生以下） 82人　

高校生 35人　

高齢者（65歳以上） 164人　

その他 694人　

・状態別発生状況
歩行者 89人　

自転車 193人　

原動機付自転車 40人　

自動二輪車 21人　

自動車 632人　
※�上記は速報数値のため後日変更になる
場合があります。

自転車用保険一覧

保険の種類
事故の相手 自分

取扱い
生命・身体 財産 生命・身体

個人賠償責任保険 ○ ○ × 損害保険各社

傷害保険 × × ○ 損害保険各社

TSマーク付帯保険 ○ × ○ 自転車安全整備店
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コンビニ

久喜総合
文化会館

◆皆さんのご理解とご協力をお願いします
・規制区域周辺は交通渋滞の発生が予想されますので、自動車等の利用は極力お控えください。
　（規制時間内は自転車や歩行者の道路横断も制限されます）
・�規制時間内でも最終ランナーが通過次第、規制を解除する場合があります。現場の警察官、役員の指示に従ってく
ださい。
※大会ホームページ（http://www.kuki-marathon.com）にも情報を掲載していますので、併せてご覧ください。
問合せ　久喜マラソン大会実行委員会事務局［生涯学習課スポーツ振興係（菖蒲総合支所内/内線368）］

久喜マラソン大会当日は交通規制を実施します

久喜駅前拡大図

Ｎ

3/13㈰
開催

※県道加須幸手線信号まで
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◆
彩
愛
ク
ラ
ブ
と
は

　

彩
愛
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
基

盤
と
す
る
高
齢
者
に
よ
る
自
主
的
な
組
織
で

す
。
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
地

域
の
諸
団
体
と
共
同
し
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
明
る
い
長

寿
社
会
づ
く
り
、
保
健
福
祉
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
活
動
内
容

　

自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め
、
健
康
づ
く
り

を
進
め
る
活
動
、
地
域
を
豊
か
に
す
る
奉
仕

活
動
な
ど
、
高
齢
者
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
、
社
会
参
加
活
動
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

◆
活
動
規
模

　

彩
愛
ク
ラ
ブ
は
、
日
常
的
に
声
を
掛
け
合

い
、
歩
い
て
集
ま
る
こ
と
の
で
き
る
小
地
域

の
範
囲
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

規
模
は
、
お
お
む
ね
30
人
か
ら
１
０
０
人

ま
で
を
標
準
と
し
て
い
ま
す
。

◆
入
会
で
き
る
方

　

地
域
に
お
住
ま
い
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

◆
入
会
す
る
に
は

　

各
ク
ラ
ブ
で
入
会
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
近
く
の
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す

の
で
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
新
し
く
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
に
は

　

構
成
人
数
や
活
動
内
容
、
他
の
ク
ラ
ブ
と

活
動
地
域
が
重
な
ら
な
い
な
ど
、一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
新
規
の
ク
ラ
ブ
を
設
立

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
活
動
費

　

基
本
的
に
は
、
各
ク
ラ
ブ
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
会
費
等
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
数
や
活
動
内
容
な
ど
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
活
動

費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
ク
ラ
ブ
ご
と
に
会
費
が
異
な
り
ま
す
。

◆
久
喜
市
彩
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
は

　

市
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
個
々
の
彩
愛
ク
ラ
ブ
（
単
位
彩
愛
ク

ラ
ブ
）
で
構
成
す
る
「
久
喜
市
彩
愛
ク
ラ
ブ

連
合
会
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
久
喜
・
菖

蒲
・
栗
橋
・
鷲
宮
地
区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地

区
ご
と
の
連
合
会
が
あ
り
ま
す
。

〈�

久
喜
市
彩
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
入
し
て

い
る
ク
ラ
ブ
〉

【
久
喜
地
区
】

　

東
町
第
一
東
寿
会
、
ぎ
ん
れ
い
会
、
瑞
穂

シ
ル
バ
ー
会
、
新
一
み
ど
り
会
、
新
二
第
１

睦
ク
ラ
ブ
、
新
二
第
２
睦
ク
ラ
ブ
、
新
二
第

３
睦
ク
ラ
ブ
、
仲
好
会
、
よ
つ
ば
会
、
寿
美

齢
会
、
紅
梅
会
、
本
六
緑
会
、
上
町
マ
イ
ウ
ェ

イ
会
、
南
上
町
・
親
好
会
、
栗
原
み
ず
ほ
の

会
、
青
毛
み
ず
ほ
の
会
、
野
久
喜
み
ず
ほ

の
会
、
古
久
喜
み
ず
ほ
の
会
、
諏
訪
み
ず
ほ

の
会
、
北
友
愛
ク
ラ
ブ
、
青
葉
会
、
ひ
ま
わ

り
会
、
高
野
新
田
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
、
江
面

新
田
長
生
ク
ラ
ブ
、
北
青
柳
本
田
長
寿
ク
ラ

ブ
、
な
で
し
こ
会
、
太
田
袋
延
寿
会
、
原
松

寿
会
、
除
堀
寿
楽
会
、
六
万
部
寿
会
、
六
万

部
長
寿
会

【
菖
蒲
地
区
】

　

第
一
長
生
会
、
第
３
区
老
人
ク
ラ
ブ
年
輪

会
、
第
４
区
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会
、
第
５
区

老
人
ク
ラ
ブ
、
第
６
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
７

区
老
人
会
、
第
８
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
10
区

老
人
ク
ラ
ブ
、
第
11
区
老
人
会
、
第
12
区
福

寿
会
、
第
13
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
14
区
老
人

会
、
第
15
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
16
区
福
寿
会
、

第
18
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
19
区
老
人
ク
ラ
ブ

（
幸
せ
の
会
）
、
第
24
区
彩
愛
ク
ラ
ブ
、
第

25
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
第
28
区
ふ
た
ば
会
、
第

34
区
老
人
会

【
栗
橋
地
区
】

　

福
寿
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、
仲
一
鶴
亀
会
、

仲
二
寿
会
、
新
町
ら
く
ら
く
会
、
旭
町
・
長

命
会
、
や
す
ら
ぎ
会
、
伊
坂
１
丁
目
松
寿
会
、

伊
坂
二
丁
目
寿
会
、
伊
坂
３
・
４
・
５
新
生

会
、
愛
宕
は
つ
ら
つ
会
、
イ
ト
ー
ピ
ア
み
ど

り
会
、
松
永
松
寿
ク
ラ
ブ
、
間
鎌
万
年
青
ク

ラ
ブ
、
高
柳
高
砂
会
、
島
川
ク
ラ
ブ
、
南
栗

橋
サ
ル
ビ
ア
会
、
北
広
島
壮
寿
会
、
河
友
会

【
鷲
宮
地
区
】

　

葛
梅
白
梅
会
、
間
友
会
、
下
新
井
白
寿
会
、

本
町
福
寿
会
、
中
内
出
元
気
会
、
仲
町
睦
会
、

八
甫
上
老
人
ク
ラ
ブ
、
八
甫
新
田
老
人
ク
ラ

ブ
、
東
大
輪
本
田
福
寿
会
、
東
大
輪
新
田
老

人
ク
ラ
ブ
、
鷲
宮
６
丁
目
老
人
会
、
原
友
愛

ク
ラ
ブ
、
鷲
宮
ハ
イ
ツ
長
寿
会
、
第
33
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
銀
友
会
、
夢
郷
会

◆
彩
愛
ク
ラ
ブ
の
魅
力

　

最
大
の
魅
力
は
、
素
敵
な
仲
間
が
で
き
る

と
こ
ろ
で
す
。
誰
か
と
何
か
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
、
日
々
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
活
発
に
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
に
も
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
て
も
和
気

あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

彩
愛
ク
ラ
ブ
は
、
自
分
た
ち
で
盛
り
上
げ

て
い
く
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
彩
愛
ク
ラ

ブ
に
参
加
し
て
生
き
生
き
と
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
い
つ
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＜具体的な活動内容＞

　スポーツ活動、健康教室、
教養講座、趣味の作品展、各
種レクリエーション、地域の
ための社会貢献活動

「
彩さ

い
あ
い愛
ク
ラ
ブ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
る
く
活
動
的
で
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

ク
ラ
ブ
活
動
を
目
指
す
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
「
彩
愛
ク
ラ
ブ
」
へ
と
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線
３
２
２
４
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
１
４
１
／
栗
橋
・
内
線
２
３
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
１
）
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業
務
内
容　

市
内
の
話
題
や
催
し
物
等
の
写

真
を
撮
影
し
、
記
事
を
作
成
す
る

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
、
20

歳
以
上
か
つ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
所
有
し
て

い
る
方

募
集
人
数　

８
人

委
嘱
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
平
成
29
年
３
月

31
日
㈮

謝
礼　

年
額
５
０
０
０
円

※
撮
影
に
係
る
必
要
な
機
材
お
よ
び
消
耗
品
、

　

移
動
経
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
29
日
㈪　

必
着

応
募
方
法
・
問
合
せ　

応
募
用
紙
（
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
、
主
な
公
共
施
設
で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

広
報
広
聴
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所

在
地
記
入
不
要
／
内
線
５
９
１
３
）
へ

※
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
な
お
、

　

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校
に
在
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
、
学
用
品
費
や
給
食
費
等
の
支

払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

援
助
内
容　

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、

校
外
活
動
費
、
給
食
費
、
医
療
費
（
学
校
で

治
療
の
指
示
を
受
け
た
も
の
）

※�

詳
し
く
は
、
学
校
を
通
し
て
配
布
し
て
い

る
「
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始　

３
月
１
日
㈫

申
請
方
法　

申
請
書
（
学
務
課
ま
た
は
教
育

委
員
会
各
分
室
、
各
学
校
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

学
務
課
ま
た
は
教
育
委
員
会
各
分
室
へ

問
合
せ　

学
務
課
学
事
係
（
菖
蒲
総
合
支
所

内
／
内
線
３
３
４
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校
の
特
別

支
援
学
級
等
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ

の
負
担
能
力
の
程
度
に
応
じ
、
学
用
品
等
購

入
費
や
給
食
費
等
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
内
容　

学
用
品
等
購
入
費
、
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
校
外
活

動
費
、
給
食
費

申
請
方
法　

６
月
以
降
に
各
学
校
を
通
じ
て

連
絡
し
ま
す
。

そ
の
他　

学
用
品
等
購
入
費
と
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
等
の
支
給
に
は
、
領
収
書
等

の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

学
務
課
学
事
係
（
菖
蒲
総
合
支
所

内
／
内
線
３
３
４
）

業
務
内
容　

介
護
保
険
認
定
に
係
る
訪
問
調
査

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
・

看
護
師
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方
（
要
普
通

自
動
車
免
許
）

※�

介
護
保
険
認
定
調
査
の
経
験
が
な
い
方
で

も
可

募
集
人
数　

若
干
名

採
用
時
期　

４
月

勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
（
週
３
日
以
内
）
８

時
30
分
〜
17
時
15
分

勤
務
地　

介
護
福
祉
課
ま
た
は
鷲
宮
総
合
支

所
福
祉
課

報
酬　

日
額
１
万
円　

申
込
期
限　

２
月
29
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
福
祉
課
介
護
認
定

係
（
内
線
３
２
６
８
）

久
喜
市
く
き
市
民
特
派
員
募
集

平
成
28
年
度
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
の

お
知
ら
せ

介
護
認
定
調
査
員
募
集

　

平
成
27
年
12
月
１
日
現
在
、
本
市
で
は
、

２
０
０
０
人
を
超
え
る
外
国
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
常
生

活
で
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
、
外
国
人
に
対
し
て
の
就
労

差
別
や
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
拒
否
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

背
景
と
し
て
、
言
語
、
宗
教
、
文
化
、
生
活

習
慣
の
違
い
な
ど
に
対
す
る
理
解
不
足
、
思

い
込
み
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国

人
は
日
本
語
を
話
せ
な
い
こ
と
や
理
解
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
、
相
手
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
誤
解
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

外
国
人
と
日
本
人
が
お
互
い
に
理
解
し
合
う

努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
が
日
本

人
と
同
じ
よ
う
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

外
国
人
の
人
権

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
な

ど
を
定
め
た
「
久
喜
市
自
治
基
本
条
例
」
に

お
い
て
、
多
様
な
国
々
の
歴
史
や
文
化
等
を

理
解
し
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
国
際
社
会
と
の
交
流
・
連

携
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
日
本
語
が
得
意
で
な
い
外
国
人
住
民
を

対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
、
基
礎
的
な

日
本
語
学
習
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分

の
意
識
を
見
つ
め
直
し
、
外
国
人
も
同
じ
地

域
の
住
民
と
し
て
迎
え
入
れ
、
お
互
い
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
国
籍
な
ど

で
判
断
せ
ず
、
ま
ず
そ
の
人
自
身
を
知
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
、
人
権
の
尊
重
に
つ
な
が
る

の
で
す
。
あ
い
さ
つ
な
ど
気
軽
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係
（
内
線

２
６
２
３
）
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機
嫌
を
損
ね
て
、
ぐ
ず
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て

子
育
て
ア
プ
リ
の
画
面
で
応
え
る
こ
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
を
ゆ
が
め
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

親
も
子
ど
も
も
、
一
人
で
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
長
時
間
利
用
し
て
い
る
と
、
親

子
の
会
話
や
体
験
を
共
有
す
る
時
間
が
奪
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
機
器
へ
の
接

触
時
間
を
、
親
が
意
識
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

外
出
時
に
親
が
子
ど
も
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に

の
せ
た
ま
ま
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
夢
中
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
興
味
・
関
心
を
無
視
し
て
い
る

場
面
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
安
全
に
気
配
り
が

で
き
ず
、
大
変
危
険
で
す
。

　

言
葉
を
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
泣
い
た

り
ぐ
ず
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、「
お
な
か
が
す

い
た
」「
お
む
つ
が
ぬ
れ
た
」「
暑
い
」「
寒
い
」

な
ど
の
生
理
的
欲
求
や
「
抱
っ
こ
し
て
」「
遊

ん
で
」
な
ど
の
情
緒
的
欲
求
を
訴
え
ま
す
。

な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
と
き

に
子
育
て
ア
プ
リ
を
見
せ
る
の
で
は
な
く
、

「
ど
う
し
た
の
」
な
ど
の
声
掛
け
や
抱
っ
こ

な
ど
を
繰
り
返
す
こ
と
で
親
子
の
絆
が
で
き

て
い
き
ま
す
。

※�

赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
に
耐
え
ら
れ
な
い
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
い
う
と
き
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
保
健
セ
ン
タ
ー
の
育
児
相
談
や

か
か
り
つ
け
の
小
児
科
医
な
ど
に
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
で
も
明
る

い
、
暗
い
の
区
別
が
付
き
、
明
る
い
方
を
見

よ
う
と
し
ま
す
。
特
に
30
㎝ 
く
ら
い
離
れ
た

人
の
顔
に
注
目
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
授
乳
中
は
赤
ち
ゃ
ん
の
目
を
見
て
話
し

掛
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

乳
幼
児
期
は
視
力
が
発
達
す
る
重
要
な
時

期
で
す
。
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
特
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
小
さ
な
平

面
画
面
を
見
る
時
間
が
長
い
と
視
力
の
発
達

を
妨
げ
ま
す
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
視
力
は
、
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
機
の
普
及
の
あ
と
急
速
に
悪
化
し

て
い
ま
す
。
家
の
中
に
ば
か
り
い
な
い
で
外

で
自
然
と
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
は
子
ど
も
が

自
主
的
に
体
を
動
か
し
て
自
由
に
遊
ぶ
こ
と

見直しましょう！ メディア漬け
～スマートフォンに子守りをさせないで～

こ
ん
な
場
面
あ
り
ま
せ
ん
か

授
乳
中
は
赤
ち
ゃ
ん
と

目
を
合
わ
せ
て
！

視
力
の
発
達
に

悪
影
響
が
あ
り
ま
す

体
力
・
運
動
能
力
を

育
て
る
に
は

赤
ち
ゃ
ん
の﹁
泣
き
﹂や

﹁
ぐ
ず
り
﹂
に
は

意
味
が
あ
り
ま
す
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で
育
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
言
葉
の
力
や
社
会

性
も
遊
び
な
が
ら
育
っ
て
い
き
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
で
見
る
、
聞

く
、
嗅
ぐ
、
味
わ
う
、
触
れ
る
と
い
っ
た
五

感
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
育
ち
ま
す
。

　

今
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
子
ど
も
期

に
体
を
使
っ
た
遊
び
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
運
動
不
足
に
よ
る
肥
満
な
ど
の

生
活
習
慣
病
や
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
目
と
目
を
合
わ
せ
、
語
り
か

け
る
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
安
心
感
と
親
子

の
愛
着
が
育
ま
れ
ま
す
。

　

親
子
が
同
じ
も
の
に
向
き
合
っ
て
過
ご
す

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
親
子
が
共
に
育
つ

大
切
な
時
間
で
す
。

　

散
歩
や
外
遊
び
な
ど
で
親
と
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
は
、
子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
、

そ
し
て
五
感
や
共
感
力
を
育
み
ま
す
。

　

授
乳
中
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
も
消
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
分
で
赤
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
い

ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
、「
ア
ー
ア
ー
」「
ウ
ー
ウ
ー
」

な
ど
の
声
を
出
し
た
と
き
に
は
出
来
る
だ
け

応
え
る
よ
う
に
し
、
相
手
を
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

意
味
の
あ
る
単
語
は
、
１
歳
半
ご
ろ
か
ら

出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、

赤
ち
ゃ
ん
は
「
言
葉
の
貯
金
」
を
し
て
い
ま

す
。
言
葉
が
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
も
、
積

極
的
に
話
し
掛
け
る
こ
と
が
、
言
葉
の
発
達

に
は
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

特
に
２
歳
ま
で
は
、
子
ど
も
に
テ
レ
ビ
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
を
見
せ
る
こ
と
は
控
え
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

自
分
の
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
と
、
人
や
自
然
、
物
と
の
触

れ
合
い
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。
大
人
の
行
動
を

ま
ね
し
た
ご
っ
こ
遊
び
や
お
手
伝
い
な
ど
も

赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
の
発
達
を
早
め
て
い
き
ま

す
。

　

特
に
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
な
ど
と
同

じ
物
を
見
た
り
、
自
分
の
気
持
ち
に
共
感
し

て
も
ら
っ
た
り
と
い
っ
た
体
験
は
、
自
己
肯

定
感
を
育
て
、
心
の
発
達
の
基
礎
に
な
り
ま

す
。

①�

２
歳
ま
で
は
、
テ
レ
ビ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

②�

授
乳
中
、
食
事
中
の
テ
レ
ビ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

視
聴
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③�

全
て
の
メ
デ
ィ
ア
へ
接
触
す
る
総
時
間
を

制
限
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
１
日
２
時

間
ま
で
を
目
安
と
考
え
ま
す
。

④�

子
ど
も
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ

イ
ヤ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

保
護
者
と
子
ど
も
で
メ
デ
ィ
ア
を
上
手
に

利
用
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

※�

メ
デ
ィ
ア
と
は
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
電
子

ゲ
ー
ム
、
ケ
ー
タ
イ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
電
子
映
像
メ

　

デ
ィ
ア
機
器
を
指
し
ま
す
。

～�

ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
と
視
野
が
狭
く
な
り
、

　

周
囲
へ
の
注
意
力
が
低
下
し
ま
す
～

　

各
地
で
「
歩
き
ス
マ
ホ
は
危
険
で
す
！
」

と
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
は

周
り
が
あ
る
程
度
見
え
て
い
る
と
思
っ
て
い

て
も
、視
野
が
極
端
に
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家
の
中
で
も
、
外
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
な

が
ら
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
な
が
ら

の
子
育
て
は
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
す
こ
と

に
な
り
、
危
険
で
す
。

※
こ
の
特
集
記
事
「
見
直
し
ま
し
ょ
う
！

　

メ
デ
ィ
ア
漬
け
」
は
、
日
本
小
児
科
医
会

　

発
行
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ス
マ
ホ
に
子
守
り

　

を
さ
せ
な
い
で
」
か
ら
、
転
載
し
て
い
ま

　

す
。
ま
た
、
日
本
小
児
科
医
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係

（
中
央
・
☎
21
・
５
３
３
４
／
菖
蒲
・
☎

85
・
７
０
２
１
／
栗
橋
・
☎
52
・
５
５
７
７

／
鷲
宮
・
☎
58
・
８
５
２
１
）

赤
ち
ゃ
ん
に

話
し
掛
け
ま
し
ょ
う

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

自
身
も
気
を
付
け
て

遊
び
の
中
で
育
つ
も
の

５
つ
の
提
言

豊
か
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う

市オリジナル婚姻届 完成！
～二人の門出が記念に～

　２月１日㈪から、市民課（総合窓口）および各総合
支所市民課で、オリジナル婚姻届を配布しています。
　オリジナル婚姻届は、市の木イチョウや市の花
コスモスがあしらわれたほか、全体が暖か味のあ
るピンク色で彩られ、華やかな色合いとなってい
ます。この婚姻届は、窓口に提出する「提出用」と、
二人の手元に残す「記念用」が一組になっていま
す。「記念用」には二人の写真を貼ったり、お互い
へのメッセージを書き込んだりすることができま
す。二人の記念にぜひご利用ください。
問合せ　市民課（総合窓口）戸籍係（内線2669）／
各総合支所市民課（菖蒲・内線125／栗橋・内線213
／鷲宮・内線124）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て

　

１
月
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
交
付
を

希
望
さ
れ
る
方
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
に
同
封
さ
れ
た
申
請
書
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
付
さ
れ
る
カ
ー

ド
で
す
。

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
方
法

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

・�

行
政
機
関
の
窓
口
等
で
個
人
番

号
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
時

に
、
個
人
番
号
の
確
認
と
本
人

確
認
を
１
枚
の
カ
ー
ド
で
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
た
利

用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
使

用
し
て
、
本
市
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
住
民
票
の
写
し
等
が
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
た
署

　

名
用
電
子
証
明
書
を
使
用
し
て
、

　

�

国
税
電
子
申
請
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
る

　

情
報

・�

氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性

別
・
個
人
番
号
・
本
人
の
写
真

等
、
カ
ー
ド
の
券
面
に
記
載
さ

れ
て
い
る
情
報

・�

署
名
用
電
子
証
明
書
、
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
と
い
う
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

二
つ
の
電
子
証
明
書

※�

電
子
証
明
書
は
、
カ
ー
ド
か
ら

無
理
に
読
み
出
そ
う
と
す
る
と

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
壊
れ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

地
方
税
関
係
情
報
や
医
療
関
係

情
報
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
民
課
（
総
合
窓
口
）

市
民
係
（
内
線
２
６
６
５
）
／
各

総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
２
７
／
栗
橋
・
内
線
２
１
２
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
２
）

◆
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
と
顔
写

真
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド
お

も
て
面
を
本
人
確
認
書
類
と
し
て

利
用
で
き
る
一
方
で
、
カ
ー
ド

う
ら
面
に
記
載
さ
れ
た
個
人
番
号

は
、
法
律
に
よ
り
目
的
外
で
の
利

用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
事
務
以
外
で
、
本
人

確
認
書
類
と
し
て
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
場
合
、
個
人
番
号

が
記
載
し
て
あ
る
カ
ー
ド
う
ら
面

を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
や
個
人
番
号

を
書
き
写
す
な
ど
、
個
人
番
号
を

収
集
保
管
す
る
こ
と
は
目
的
外
の

利
用
と
な
り
、
法
令
違
反
と
な
り

ま
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

店
舗
な
ど
の
窓
口
で
会
員
登
録

な
ど
を
す
る
際
に
、
本
人
確
認
書

類
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
時
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
う
ら
面
に
記
載

し
て
あ
る
個
人
番
号
を
収
集
さ
れ

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
・
95
・

０
１
７
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

／
☎
０
５
７
０
・
20
・
０
１
７
８

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て

個人番号カード（イメージ）

▲おもて面

▲うら面

個人番号
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シ
ャ
ッ
タ
ー
音
で
不
安
を
あ
お
る

　
　

新
手
の
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
に
注
意
！

くらしの
110番
トラブル情報

【
相
談
事
例
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
閲
覧
中
に
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
に
飛
ば
さ
れ
、
18
歳
以
上
を

タ
ッ
プ
し
た
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が

し
て
９
万
円
の
代
金
請
求
画
面
が

出
た
。
戻
る
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し

た
ら
「
規
約
に
沿
っ
た
請
求
を
す

る
」
と
い
う
画
面
が
出
た
の
で
Ｏ

Ｋ
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま
っ
た
。

退
会
ボ
タ
ン
は
押
し
て
お
ら
ず
電

話
も
か
け
て
い
な
い
。

　

画
面
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で

サ
イ
ト
名
や
運
営
会
社
、
支
払
方

法
等
は
分
か
ら
な
い
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
は
、
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
サ

イ
ト
な
ど
を
閲
覧
す
る
利
用
者
に

動
画
再
生
ボ
タ
ン
や
別
の
サ
イ
ト

へ
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
さ
せ
、

「
有
料
会
員
登
録
が
完
了
」「
料
金

を
振
り
込
ん
で
」
な
ど
と
高
額
の

料
金
請
求
画
面
を
表
示
し
、
誤
認

さ
せ
て
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
手
口

で
す
。

　

最
近
で
は
、
ク
リ
ッ
ク
と
同
時

に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
し

た
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
で
、
あ
た
か
も
写
真
を
撮
ら

れ
て
業
者
に
転
送
さ
れ
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
に
信
じ
込
ま
せ
て
、

不
安
を
あ
お
る
と
い
う
新
手
の
手

口
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①�

ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
閲
覧
だ
け
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
を
制
御

し
た
り
、
撮
影
し
た
写
真
を

　

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
送
信
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②�

決
し
て
画
面
に
表
示
さ
れ
た
連

絡
先
に
メ
ー
ル
や
電
話
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
業
者
に
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番
号
を
知

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
追
加
請

求
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

③�

請
求
画
面
が
消
え
な
い
場
合
は
、

　

�

情
報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
〜
金
曜
日
／
９
時
〜
16
時

市
消
費
生
活
相
談
室　

17
ペ
ー
ジ

の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係（
内
線
２
６
３
３
）

監
査
の
対
象　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
、
人

事
課
、
企
画
政
策
課
、
公
文
書
館
、

管
財
課
、
契
約
検
査
課
、
資
産
税

課
、
生
活
安
全
課
、
消
防
防
災
課
、

市
民
課
（
総
合
窓
口
）、
環
境
課
、

商
工
観
光
課
、障
が
い
者
福
祉
課
、

子
育
て
支
援
課
、
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
、
道
路
河
川
課
、
都
市
計
画

課
、
都
市
整
備
課
、
菖
蒲
総
合
支

所
（
総
務
管
理
課
、
税
務
課
）、

栗
橋
総
合
支
所
（
総
務
管
理
課
、

税
務
課
）、
鷲
宮
総
合
支
所（
総
務

管
理
課
、
税
務
課
）、
出
納
室
、
下

水
道
施
設
課
、監
査
委
員
事
務
局
、

学
務
課
、
生
涯
学
習
課
、
中
央
公

民
館
、
江
面
第
二
小
学
校
、
久
喜

東
小
学
校
、
栢
間
小
学
校
、
栗
橋

小
学
校
、
砂
原
小
学
校
、
鷲
宮
中

学
校

監
査
の
期
日

平
成
27
年
11
月
９
日
㈪
・
10
日
㈫
・

12
日
㈭
・
13
日
㈮
・
16
日
㈪

監
査
の
結
果　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
執
行
お
よ
び

契
約
の
状
況
に
つ
い
て
、
関
係
法

令
・
規
則
等
に
基
づ
き
、
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

監
査
委
員　

矢や
じ
ま島　

隆た
か
し　

山や
ま
だ田　

達た
つ
お雄

平
成
2₇
年
度
定
期
監
査
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

こ
の
監
査
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
に
関
す
る

事
務
が
、
適
正
か
つ
効
果
的
・
合
理
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
監

査
し
た
も
の
で
す
。

　

監
査
に
あ
た
っ
て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
料
を
関
係
帳
簿
お
よ
び
証

拠
書
類
と
の
照
合
に
よ
り
確
認
し
、
関
係
職
員
か
ら
説
明
を
求
め
る

な
ど
の
方
法
で
実
施
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

監
査
委
員
事
務
局
（
内
線
５
５
０
１
）



広報  くき  2016（平成28年）.2 ��

海
外
か
ら
あ
な
た
の
一
票
を

ほ
ほ
え
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員
（
支
援
員
）
募
集

介
護
保
険
相
談
員
募
集

普
通
救
命
講
習
会
開
催

　

海
外
に
在
住
す
る
有
権
者
の
方

も
、
衆
議
院
議
員
お
よ
び
参
議
院

議
員
の
選
挙
の
投
票（
在
外
投
票
）

が
で
き
ま
す
。

　

在
外
投
票
を
す
る
に
は
、
在
住

地
を
管
轄
し
て
い
る
在
外
公
館

（
大
使
館
・
総
領
事
館
）
で
、
在

外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
に
は
、
一
定
の
登
録
資
格

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
や
在
住

地
を
管
轄
し
て
い
る
在
外
公
館
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
か
ら
登
録
ま
で
に

数
か
月
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

夏
に
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
内
線
２
２
４
７
）

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
ほ
え

み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
４

月
か
ら
新
た
に
開
設
さ
れ
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員（
支
援
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容　

子
ど
も
の
安
全
・
健

康
の
確
保
、
遊
び
の
相
手
、
お
や

つ
の
用
意
等

応
募
資
格　

子
ど
も
が
好
き
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
保
育

士
・
教
諭
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

勤
務
時
間　

平
日
週
２
日
以
上

（
１
日
３
時
間
以
上
）

賃
金
等　

時
給
８
５
０
円
（
昇
給

あ
り
）
／
交
通
費
は
、
規
定
内
で

支
給

募
集
人
数　

若
干
名

募
集
期
間　

随
時
受
け
付
け
（
平

日
13
時
〜
16
時
30
分
）

選
考
方
法　

面
接

※
面
接
日
時
は
、
後
日
連
絡
し
ま

　

す
。

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

事
前
に
確
認
の
上
、
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
を
、
持
参
ま
た
は
郵
送

で
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
ほ

え
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
〒
３

４
９

－

１
１
２
３　

久
喜
市
間
鎌

４
４
４
の
１
／
☎
52
・
４
４
１

７
）
へ

　

要
介
護
認
定
者
お
よ
び
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
等
に
対
応
す
る
介

護
保
険
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容　

市
内
の
要
介
護
認
定

者
等
の
自
宅
を
訪
問
し
、
面
接
相

談
を
行
う

応
募
資
格　

高
齢
者
福
祉
・
介
護

保
険
制
度
に
関
心
を
持
ち
、
保
健

師
・
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員

な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方
（
要
普

通
自
動
車
免
許
）

募
集
人
数　

１
人

採
用
時
期　

４
月

勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
（
月
12
日

程
度
）　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

勤
務
地　

介
護
福
祉
課

報
酬　

日
額
１
万
円

※�

採
用
後
は
、
介
護
相
談
員
養
成

研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

募
集
期
限　

２
月
29
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
ま
た
は
郵

送
で
、
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
３
２
７

６
）
へ

～
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
な
い
た

め
に
～

　

こ
の
機
会
に
、
心
肺
蘇
生
法
等

を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
26
日
㈯　

受
け
付
け

８
時
45
分
／
９
時
〜
12
時

場
所　

久
喜
消
防
署

内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼

吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
）
な
ど

講
師　

久
喜
消
防
署
職
員

対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い

服
装
（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、
運
動
靴

申
込
期
間　

２
月
15
日
㈪
〜
３
月

11
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
健
康
医
療
課
地
域
医

療
係
（
内
線
３
４
２
４
）
へ

※�

講
座
終
了
後
に
「
普
通
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
（
連
載
第
３
回
）　

　

平
成
27
年
12
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
各
部
門
の
入
賞
者
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
は
小
学
生
高
学
年
の
部
で
す
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

○
小
学
生
高
学
年
の
部

金
賞　

久
喜
小
学
校　
　

４
年　

平ひ
ら
は
ら原　

愛ま
な
み美

さ
ん

金
賞　

太
田
小
学
校　
　

６
年　

光み
つ
き木　

理り

の乃
さ
ん

金
賞　

久
喜
東
小
学
校　

６
年　

浅あ
さ
い井　

稀け

り

い

里
伊
さ
ん

金
賞　

栗
橋
南
小
学
校　

６
年　

尾お
ざ
き崎　

滉こ
う
す
け祐

さ
ん

金
賞　

鷲
宮
小
学
校　
　

６
年　

鈴す
ず
き木　

唯ゆ
い
と斗

さ
ん

銀
賞　

久
喜
小
学
校　
　

４
年　

稲い
な
ば葉　

和わ

こ子
さ
ん

銀
賞　

本
町
小
学
校　
　

６
年　

吉よ
し
は
ら原　

碧あ
お
い彩

さ
ん

銀
賞　

青
葉
小
学
校　
　

６
年　

関せ
き
や谷　

美み
い
ま真

さ
ん

銀
賞　

久
喜
東
小
学
校　

６
年　

倉く
ら
も
ち持　

日ひ

よ

り

葉
里
さ
ん

銀
賞　

鷲
宮
小
学
校　
　

５
年　

橋は
し
や谷　

心こ
こ
ね音

さ
ん
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交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ
ん
が
会
費
を
出

し
合
い
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
、
ま
た

は
け
が
を
し
た
と
き
、
見
舞
金
を
支
払
う
相

互
扶
助
制
度
で
す
。

　

現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
３
月
31
日
㈭
に

共
済
期
間
が
満
了
し
ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
新
た
に
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆�

久
喜
地
区　

２
月
１
日
㈪
か
ら
29
日
㈪
ま

で
、
加
入
推
進
員
が
訪
問
し
て
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

◆�

菖
蒲
地
区　

２
月
１
日
㈪
か
ら
29
日
㈪
ま

で
、
区
長
を
通
じ
て
担
当
地
区
の
班
長
が

訪
問
し
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

◆�

栗
橋
・
鷲
宮
地
区　

２
月
１
日
㈪
か
ら
、

各
総
合
支
所
市
民
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

◆�

３
月
１
日
㈫
以
降
、
全
地
区
共
通　

生
活

安
全
課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
内
各

郵
便
局
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

共
済
会
費
（
年
額
）　

１
人
当
た
り
一
般
９

０
０
円
／
中
学
生
以
下
５
０
０
円

問
合
せ　

生
活
安
全
課
交
通
係
（
内
線
２
６

３
５
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内

線
１
１
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１
８
／
鷲
宮
・

内
線
１
３
２
）

　

自
動
販
売
機
で
売
ら
れ
て
い
る
飲
料
用
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
空
き
容

器
が
、
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

る
の
か
、
目
で
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
17
日
㈭　

９
時
本
庁
舎
裏
側
一

般
駐
車
場
付
近
集
合
・
出
発
〜
12
時
30
分
帰

着
（
予
定
）

※
雨
天
決
行

見
学
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ラ
ザ
Ｊ
Ｂ（
さ

い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
２
の
２
７
２
の
５
）

※
市
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

持
物　

ア
ル
ミ
の
空
缶
２
缶

そ
の
他　

長
い
階
段
の
上
り
と
下
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ケ
ガ
防
止
の
た
め
に
動
き
や

す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
見
学
の
際
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま

す
の
で
、
髪
型
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

２
月
15
日
㈪
〜
３
月
１
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

環
境
課
環
境
企
画
係
（
内
線
２
８
２
３
）
へ

　

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
の
愛

犬
も
、
し
つ
け
方
や
飼
い
方
に
よ
っ
て
は
、

ム
ダ
吠
え
や
ふ
ん
害
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
教
室
で
犬

を
飼
う
た
め
の
正
し
い
知
識
と
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
①
鷲
宮
公
民
館
創
作
室
会
場

日
時　

３
月
５
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

講
演
と
実
演

講
師　

豊と
よ
く
に國

則の
り
こ子

さ
ん
（
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

※
犬
の
同
伴
不
可

申
込
開
始　

２
月
19
日
㈮　

９
時

申
込
み
・
問
合
せ　

鷲
宮
総
合
支
所
環
境
経

済
課
（
内
線
２
２
６
）

◆
②
Ｊ
Ａ
南
彩
除
堀
梨
選
果
場
会
場

日
時　

３
月
６
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

講
義
と
実
技
指
導

講
師　

小こ

さ

の

佐
野
惠け

い
じ司

さ
ん
（
小
佐
野
愛
犬
警

察
犬
訓
練
所
代
表
）

定
員　

10
組
（
申
込
順
）

※
犬
の
同
伴
可

申
込
開
始　

２
月
19
日
㈮　

９
時

申
込
み
・
問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

（
内
線
２
８
２
７
）

【
①
・
②
共
通
】

対
象　

次
の
ア
〜
ウ
の
条
件
を
満
た
す
方

ア
久
喜
市
民
の
方

イ�

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
ま
た
は
こ
れ
か
ら
飼

う
方

ウ�

久
喜
市
が
開
催
し
た
犬
の
し
つ
け
方
教
室

に
、過
去
1
度
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方

※�

①
・
②
の
両
方
に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

費
用　

無
料

目
で
見
る
環
境
講
座
開
催

犬
の
し
つ
け
方
教
室
開
催

平
成
28
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み
が

始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の
種
類
・
手
続
き

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

口
座
振
替
の
種
類

①
毎
月
納
付
（
例
）
３
月
末
に
２
月
分
振
替

②
毎
月
早
割
（
例
）
２
月
末
に
２
月
分
振
替

③�

６
か
月
前
納
（
例
）
４
月
末
と
10
月
末
に

そ
れ
ぞ
れ
口
座
振
替

④
１
年
前
納
（
例
）
４
月
末
に
口
座
振
替

⑤
２
年
前
納
（
例
）
４
月
末
に
口
座
振
替

※
②
〜
⑤
は
保
険
料
割
引
あ
り

口
座
振
替
の
手
続
き

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
（
４

月
末
か
ら
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月

末
ま
で
）
ま
で
に
次
の
も
の
を
金
融
機
関
へ

持
参
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
（
納
付

書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
も
の
）
、
預
金
通

帳
、
通
帳
届
出
印

口
座
振
替
の
注
意
点

・�

月
末
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

振
替
日
が
そ
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。

・�

残
高
不
足
に
よ
り
口
座
振
替
が
で
き
な

　

�

か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
末
に
再
度
口
座
振

替
を
行
い
ま
す
。
再
度
の
振
替
も
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
振
替
不
能
通
知
書
と
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
分
の
納
付
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所　

☎
０
４

８
・
７
３
７
・
７
１
１
２
／
市
民
課
（
総
合

窓
口
）
市
民
係
（
内
線
２
６
６
３
）
／
各
総

合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１
／
栗

橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
６
）

年
金
コ
ラ
ム

国
民
年
金
保
険
料
は

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
で
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　～善意をありがとうございます～
★保健福祉のために

　影
かげちか

近正
ま さ お

雄さん� 金100,000円

愛の泉

アイドルアイドル
わがやの

中
なかむら

村　絢
あ や ね

心ちゃん（１歳）
（本町５）

パパのたかいたかい大好き♡

小
こみなと

湊　晶
あきひと

仁くん（１歳）
（菖蒲町菖蒲）

元気に大きくな～れ！

くき市民特派員レポート
　鷲宮砂丘 担当：川

かわ

羽
ば た

田記者　

　コスモスふれあいロードを鷲宮総合支所方面に自転
車で走っていると、砂地の場所がありました。不思議
に思って、調べてみると、県道さいたま栗橋線の両側
に鷲宮砂丘（内陸河畔砂丘）があることが分かりまし
た。
　砂丘は古利根川（葛西用水路）の旧河川沿いに発達
した自然防で、現在の鷲宮神社西側に栗原城があり、
東側の城砦として機能していたようです。

　鷲宮砂丘は、三つあります。
「平安時代・東側砂丘」、「鎌倉
時代・中央砂丘」、「室町時代・
西側砂丘」が形成され、砂丘
上には、富士山が遠望できた
ため、東大輪浅間神社や西大
輪神社が所在しています。
　中央砂丘は、加須市の志多
見砂丘と同じ時期に形成され
たようです。

　東武ファンフェスタ� 担当：蓮
は す み

見記者　

　平成27年12月６日㈰、南栗橋車両管区で、「東武
ファンフェスタ」が行われました。南栗橋駅は、いつ
もと違って、見学の人たちのバスの乗り降りで混雑し
ていました。会場は駅から歩いて約15分。シャトルバ
スも運行していました。
　会場では、架線作業車体験乗車やブレーキ操作体験
など、いくつもの体験コーナーが設けられ、たくさん
の人であふれていました。また、ステージでは、いろ
いろなショーが行われ、私が行ったときにはビンゴ
ゲームの最中でした。飲食テントや物販テントが並び、

久喜市商工会のコー
ナーがありました。
　車両撮影会場では、
いろいろな系統の車
両がずらっと並び、
電車好きのファンが
盛んに撮影していま
した。

元気な商店街応援事業
久喜カード事業協同組合

　埼玉県では、商店街の活性化に貢献した取り組み
や、商店街の集客に寄与している団体を表彰する元
気な商店街応援事業を実施しています。
　このたび、久喜カード事業協同組合の「第３回ふ
れあいカード川柳大会」が、受賞されました。
問合せ　久喜カード事業協同組合　☎29−1452

受賞おめでとうございます

▲左から中島副理事長、田中理事長、上田県知事、桑藤販促委員長
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写 真 ニュース写 真 ニュース

第24回鷲宮地区「人権のつどい」

青年海外協力隊員表敬訪問

　全国大会に出場した中学生が、平成27年11月25日
㈬に田中市長を表敬訪問しました。

　平成27年12月12日㈯、鷲宮西コミュニティセン
ター（おおとり）で、第24回鷲宮地区「人権のつど
い」が行われました。
　小・中学生による人権作文の発表のほか、市内の
保育園児や小学生・高校生による合唱や合奏、吹奏
楽等の発表が行われ、来場者から大きな拍手が送ら
れていました。

中学生が市長を表敬訪問

▲小・中学生による人権作文の発表

　
　平成27年12月18日㈮、青年海外協力隊員として、
ドミニカ共和国に２年間赴任する石

い し の

野亜
あ や

弥さん（本
町在住）が、田中市長を表敬訪問しました。
　石野さんは、住民参加型の保健衛生に関するワー
クショップの開催やボランティアスタッフの指導な
どを行う予定です。

▲鷲宮保育園・鷲宮第二保育園園児による合奏

▲�日本管楽合奏コンテストに出場した久喜南中学校吹奏楽
部の代表生徒

▲�全日本マーチングコンテストに出場した栗橋東中学校吹
奏楽部の代表生徒

▲�全国中学校水泳競技大会（100m・200m背泳ぎ）、紀の国
和歌山国体の水泳（100m背泳ぎ・400mメドレーリレー）
に出場した鷲宮中学校３年の染

そ め や

谷世
せ な

奈さん

▲��文部科学大臣杯小・中学校囲碁団体戦全国大会に出場し
た鷲宮東中学校囲碁部の代表生徒
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◆
①
活
動
成
果
発
表
事
業

対
象　

県
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化

団
体

内
容　

４
月
〜
９
月
に
実
施
す
る

活
動
成
果
の
発
表
等

助
成
金
額　

対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
20
万
円
）

◆
②
伝
統
・
郷
土
芸
能
継
承
事
業

対
象　

国
、
県
ま
た
は
市
町
村
指

定
文
化
財
の
伝
統
・
郷
土
芸
能
団
体

内
容　

４
月
〜
９
月
に
実
施
す
る

伝
統
文
化
の
継
承
・
保
存
（
伝
統
・

郷
土
芸
能
用
具
の
備
品
設
備
、
後

継
者
育
成
）
等

助
成
金
額　

対
象
経
費
の
20
万
円

以
内

◆
③
文
化
芸
術
活
動
人
材
育
成
事
業

対
象　

県
内
の
文
化
振
興
団
体
ま

た
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人

内
容　

４
月
〜
９
月
に
、
子
ど
も

を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
文
化
芸

術
の
体
験
教
室
や
文
化
芸
術
を
担

う
若
手
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
目

的
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

助
成
金
額　

対
象
経
費
の
20
万
円

以
内

【
①
～
③
共
通
】

申
込
期
限　

２
月
23
日
㈫　

消
印

有
効

申
込
方
法
・
問
合
せ　

計
画
書（
県

文
化
振
興
課
で
配
布
。
ま
た
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）を
郵
送
で
、県
文
化
振
興
課

（
〒
３
３
０

－

９
３
０
１　

さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
の
15
の
１

／
☎
０
４
８
・
８
３
０
・
２
８
８

７
）
へ

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
希
望
者
に
は
「
埼
玉
県

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
申
請

の
手
引
き
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

県
警
察
で
は
、
平
成
27
年
11
月

20
日
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
向
け
て
、
関
係
行
政
機
関

の
ほ
か
競
技
会
場
や
公
共
交
通
機

関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
、
宿

泊
施
設
な
ど
の
62
の
官
民
事
業
者
・

団
体
で
構
成
す
る
テ
ロ
対
策
「
彩

の
国
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し

ま
し
た
。
今
後
、
テ
ロ
に
関
す
る

情
報
の
共
有
な
ど
官
民
連
携
し
た

テ
ロ
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

テ
ロ
を
企
図
す
る
者
は
現
場
の

下
見
な
ど
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ロ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
不
審

者
（
物
）
を
見
か
け
た
ら
１
１
０

番
、
久
喜
警
察
署
ま
た
は
幸
手
警

察
署
ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

久
喜
警
察
署　

☎
24
・

０
１
１
０
／
幸
手
警
察
署　

☎

42
・
０
１
１
０

～
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
を
目
指
し
て
！
～

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
づ
く

り
と
人
の
「
和
」
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

４
月
〜
平
成
29
年
３
月
の

間
で
、
毎
月
２
回
か
ら
３
回
程
度

※
原
則
と
し
て
土
曜
日
の
午
後

内
容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、ス
ト
レ
ッ

チ
、
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
、
卓
球
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
／
普

通
救
命
・
テ
ー
ピ
ン
グ
等
の
講
習

※�

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
︹
生
涯

学
習
課
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
）、

　

総
合
第
１
・
２
体
育
館
、
中
央
・

　

�

東
・
西
・
森
下
の
各
公
民
館
、

菖
蒲
・
鷲
宮
温
水
プ
ー
ル
、
栗

橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
教

育
委
員
会
各
分
室
で
配
布
︺
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
少
な
い

50
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者

※�

原
則
と
し
て
全
て
の
日
程
に
参

加
で
き
る
方

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
保
険

料
・
会
場
費
・
備
品
代
等
）

主
催　

久
喜
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会

申
込
期
間　

２
月
10
日
㈬
〜
３
月

11
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　

は
が
き
に

「
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
申
込
」、

住
所
・
氏ふ

り
が
な名

・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
同
協
議
会
事
務
局

（
〒
３
４
６

－

０
１
９
２　

所
在

地
記
入
不
要　

生
涯
学
習
課
内
／

内
線
３
６
７
）
へ

募
集
ク
ラ
ブ　

火
曜
書
道
、
木
曜

絵
画
、
詩
吟
、
民
踊
第
一
期
、
民

踊
第
二
期
、
民
謡
、
茶
道
、
煎
茶
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
大
正
琴
、
手
品
、

焼
き
物
、太
極
拳
、日
曜
書
道
、健

康
体
操
す
ず
ら
ん
、
健
康
体
操
ふ

き
の
と
う
、
ダ
ン
ベ
ル
健
康
体
操

活
動
場
所　

鷲
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

原
則
、
60
歳
以
上
の
市
内

在
住
者

申
込
期
間　

２
月
16
日
㈫
〜
３
月

10
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ　

鷲
宮
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
☎
58
・
６
６
６
６
⋮
月

曜
日
、
祝
日
を
除
く
９
時
30
分
〜

16
時
）

久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

お知らせ
久喜市役所☎22－1111
菖蒲総合支所☎85－1111
栗橋総合支所☎53－1111
鷲宮総合支所☎58－1111

お
知
ら
せ

テ
ロ
を
許
さ
な
い
安
全
な

街
づ
く
り
に
ご
協
力
を

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

平
成
28
年
度
趣
味
ク
ラ
ブ
員

募
　
集

ス
ポ
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ

平
成
28
年
度
受
講
生
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本
学
園
で
は
、
学
習
や
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り

を
行
う
と
と
も
に
、
卒
業
後
は
地

域
活
動
な
ど
で
活
躍
し
、
社
会
参

加
に
よ
る
生
き
が
い
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）

内
容　

一
般
教
養
の
学
習
お
よ
び

ク
ラ
ブ
活
動
等

活
動
回
数　

年
30
回（
月
曜
日
開
催
）

対
象　

県
内
在
住
で
昭
和
31
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

定
員　

１
３
０
人
（
超
え
た
場
合

抽
選
）

費
用　

年
額
２
万
９
５
０
０
円

申
込
期
限　

2
月
29
日
㈪　

必
着

申
込
方
法　

学
生
募
集
案
内
︹
生

涯
学
習
課
、
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
配
布
︺を
確
認

の
上
、は
が
き
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.ikg-saitam

a.
jp/university/index.htm

l

）へ

問
合
せ　

（
公
財
）
い
き
い
き
埼

玉
高
齢
者
い
き
が
い
支
援
担
当

☎
０
４
８
・
７
２
８
・
７
９
５
１

日
時　

４
月
10
日
㈰　

８
時
30
分

※
予
備
日
４
月
17
日
㈰

場
所　

総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

種
目　

混
合
ダ
ブ
ル
ス

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
・
在

ク
ラ
ブ
の
方

費
用　

１
組
２
０
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
込
期
限　

３
月
27
日
㈰　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
住
所
・

氏ふ
り
が
な名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
久
喜
市
テ
ニ
ス
協
会　

村む
ら

上か
み

（
〒
３
４
６

－

０
０
１
２　

久

喜
市
栗
原
２
の
５
の
13
／
Ｅ
メ
ー

ルkuki.tennis.kyokai@
gm
ail.

com

）
へ

日
程　

３
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

９
時
〜
17
時

※
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は

12
時
30
分
ま
で
の
開
催

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

「
食
べ
ら
れ
る
野
草
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
写
真
展
示
（
約
60

点
）

費
用　

無
料

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
喜
の
自
然

を
愛
す
る
会

問
合
せ　

同
会　

藤ふ
じ
な
み浪　

☎
22
・

３
７
０
８

日
時　

３
月
10
日
㈭　

９
時
30
分
〜

12
時
30
分

場
所　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
生
活
実
習
室

内
容　

伝
統
の
和
菓
子
作
り

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

12
人
（
申
込
順
）

費
用　

６
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
開
始　

２
月
10
日
㈬　

12
時

30
分

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

菖
蒲
総
合
支
所
環
境
経
済
課
（
内

線
２
７
０
）
へ

※
定
員
が
５
人
に
満
た
な
い
場
合

は
、
中
止
し
ま
す
。

日
時　
２
月
13
日
㈯　

13
時
〜
16
時

場
所　

杉
戸
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
集
会
室
１
・
２

内
容　

講
演
「
が
ん
を
乗
り
越
え

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
」

講
師

山や
ま
う
ち内

英ひ
で
こ子

さ
ん
（
聖
路
加

国
際
病
院
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
長

乳
腺
外
科
部
長
）

定
員　

１
０
０
人

費
用　

５
０
０
円（
資
料
代
含
む
）

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

が
ん
患
者
会
シ
ャ
ロ
ー
ム
（
☎
０

９
０
・
４
５
３
５
・
９
１
９
８
）
へ

　

パ
パ
と
子
ど
も
で
体
を
使
っ
て

遊
び
ま
す
。

　

後
半
は
、
パ
パ
が
笑
顔
に
な
る

た
め
の
交
流
会
で
す
。

日
時　
２
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
〜

16
時

場
所　

花
み
ず
き
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象　
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
親
子

※
お
母
さ
ん
の
同
伴
も
可

定
員　

10
組
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

申
込
開
始　

２
月
10
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ　

山や
ま
な
か中

（
☎

０
９
０
・
２
５
６
３
・
２
１
４
９

⋮
15
時
以
降
／
Ｅ
メ
ー
ルkukin

ko.desu@
docom

o.ne.jp

）
へ

※�

こ
の
事
業
は
市
と
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ
の
協
働

事
業
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
方
が
集
え
る
場
と
し
て
、
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
話
を
し
な
が
ら
、
情

報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
29
日
㈪　

13
時
30
分
〜

15
時

場
所　

彩
嘉
園

対
象　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
の
交

流
を
希
望
さ
れ
る
方
、
市
内
在
住

の
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
認

知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
な
ど

問
合
せ　

菖
蒲
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
85
・
８
１
３
１

催
し
・
講
座

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
教
室

が
ん
勉
強
会

第
₁₁
回
「
久
喜
市
の
野
草

写
真
展
」

平
成
28
年
度
彩
の
国
い
き

が
い
大
学
鷲
宮
学
園
学
生

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
来
て

み
ま
せ
ん
か

く
き
パ
パ
～
親
子
で

あ
そ
ぼ
う
～
＆
交
流
会
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県
立
久
喜
図
書
館

☎
21
・
２
６
５
９

　

子
ど
も
の
周
り
は
危
険
が
い
っ

ぱ
い
。﹃
危
な
い
﹄
そ
の
前
に
大

人
が
で
き
る
こ
と
っ
て
。

日
時　
２
月
25
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所　

栗
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
く
ぷ
る
）
多
目
的
室

内
容　

日
常
に
お
け
る
乳
幼
児
期

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師　

石い
し
ざ
き﨑

順じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん（
保
健
師
）

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

※
託
児
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　

２
月
10
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー

栗
橋　

☎
55
・
１
１
４
８

◆
健
康
・
医
療
情
報
講
座

　

�﹁
ミ
ド
ル
か
ら
始
め
る
転
倒
予
防

～
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
は
健
脚

か
ら
！
﹂

日
時　

３
月
５
日
㈯　

13
時
30
分

場
所　

1
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

講
師　

結ゆ
う
き城

俊と
し
や也

さ
ん
（
千
葉
中

央
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
専
門
理

学
療
法
士
介
護
支
援
専
門
員
）

定
員　

１
４
０
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

申
込
開
始　

２
月
10
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
直
接
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
県

立
久
喜
図
書
館
へ

︱
中
央
図
書
館
︱

 

☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

２
月
20
日
㈯　

13
時
30
分

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　

「
レ
ベ
ッ
カ
」
（
１
９
４

０
年
ア
メ
リ
カ
作
品　

ロ
ー
レ
ン

ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ほ
か
）
１
３
０
分

定
員　

50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

︱ 

中
央
図
書
館
・
栗
橋
文
化
会
館

図
書
室
︱

◆
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　

保
存
年
限
を
過
ぎ
た
雑
誌
や
、

買
い
替
え
等
で
役
割
を
終
え
た
図

書
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
利
用
者
の
方
個
人

に
無
料
で
配
布
す
る
ブ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
・
場
所　

₁
２
月
27
日
㈯

９
時
〜
15
時　

中
央
図
書
館
２
階

視
聴
覚
室
／
₂
２
月
21
日
㈰　

９

時　

栗
橋
文
化
会
館
展
示
室

※
な
く
な
り
次
第
終
了（
先
着
順
）

※
入
場
制
限
す
る
場
合
あ
り

※�

₂
は
状
況
に
よ
り
翌
日
も
実
施

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
₁
・
₂
共
通
留
意
事
項
】

①�

持
ち
帰
り
の
冊
数
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②�

配
布
図
書
を
絶
対
に
売
買
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、図
書
館

等
に
返
却
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③�

持
ち
帰
り
用
の
袋
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

④�

配
布
予
定
の
図
書
・
雑
誌
に
関

す
る
質
問
、
在
庫
確
認
等
に
は

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
本
の
取
り
置
き
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

₁
中
央
図
書
館
（
☎
21
・

０
１
１
４
）
／
₂
栗
橋
文
化
会
館

図
書
室
（
☎
52
・
２
０
０
０
）

︱
鷲
宮
図
書
館
︱☎

58
・
１
０
０
２

◆
朗
読
と
語
り
の
会

日
時　

２
月
14
日
㈰　

開
場
13
時

30
分
／
開
演
14
時

場
所　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

内
容　

朗
読
と
語
り
で
本
の
世
界

を
楽
し
み
ま
す
。
「
番
ね
ず
み
の

ヤ
カ
ち
ゃ
ん
」
ほ
か

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要
（
当
日
、
開
演
時

間
ま
で
に
入
場
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
健
康
体
操

日
時　
２
月
16
日
㈫　

13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　
２
月
17
日
㈬　

13
時
30
分
〜

15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

２
月
24
日
㈬　

10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林

靖や
す
こ子

さ
ん

※�

各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
ま
す
。

︱
公
民
館
市
民
企
画
事
業
︱

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
運
営
す

る
公
民
館
の
講
座
で
す
。

◆�

環
境
講
演
会
﹁
水
辺
の
自
然
環

　

境
と
街
づ
く
り
﹂

日
時　

２
月
21
日
㈰　

受
け
付
け

９
時
30
分
／
10
時
〜
12
時

場
所　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

内
容　

水
辺
の
自
然
環
境
の
保
全

と
再
生
か
ら
見
え
て
く
る
、
持
続

可
能
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

講
師　

淺あ
さ
え
だ枝

隆た
か
し

さ
ん
（
埼
玉
大
学

理
工
学
研
究
科
環
境
科
学
・
社
会

基
盤
部
門
教
授
）

定
員　

１
５
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　

無
料

主
催　

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

久
喜
支
部

問
合
せ　

同
会
支
部
長　

田た

な

か中

☎
22
・
８
３
９
５

市
立
図
書
館

◆
休
館
の
お
知
ら
せ

　

鷲
宮
図
書
館
は
、
特
別
整
理
等

の
た
め
、
２
月
22
日
㈪
か
ら
３
月

１
日
㈫
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
鷲
宮
図
書
館

で
の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
特
別
整
理
期
間
中
は
、

鷲
宮
図
書
館
所
蔵
の
資
料
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
と
市
内
の
他
の

図
書
館
へ
の
貸
し
出
し
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会

公
共
施
設
の
催
し

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

公
民
館
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 ●無　料　相　談手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手

交通事故発生状況　12月　※（　）内は平成27年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
88

（756）
２
（７）

８
（65）

100
（903）

324
（3,294）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　12月　※（　）内は平成27年の累計
建　物 ３（22） 急　病 331（3,981）

車両・船舶 ０（３） 交　通 �68（�698）
その他 １（25） その他 179（2,017）
火災件数 ４（50） 救急件数 578（6,696）

内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

２月10日㈬
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

２月22日㈪
９時30分～11時30分

鷲宮総合支所４階
会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58−1111（内線318）

３月16日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85−1111（内線215）

３月17日㈭
13時30分～15時30分

栗橋文化会館イリス
会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53−1111（内線322）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

２月19日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３ 人権推進課男女共同参画係

（内線2322）３月４日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日から）

３月10日㈭
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
407会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

３月22日㈫
13時30分～16時30分

市役所４階
第６会議室

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

４月１日㈮
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国などの行政サービス
への意見・要望に関する
こと）

２月16日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第４会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
407会議室

２月16日㈫
13時30分～16時

市役所４階
第６会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室

※来室の際は、必ずお問い合わせ
ください。　　�　　　　　

消費生活相談室　☎22−3925
※相談時間外のお問い合わせは、
生活安全課市民生活・青少年係
（内線2633）

年金相談
【要予約】

２月17日㈬
９時～12時／13時～15時

公文書館２階
第３会議室

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

生活困窮者自立支援相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
８時30分～17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※緊急の場合を除き、来所の際は
お問い合わせください。�　

久喜市社会福祉協議会
☎23−2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22−1111（内線175）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

商工観光課まで
お問い合わせください。

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21−8596
くぷる　　☎55−1147
すまいる　☎59−7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21−8181
鷲宮児童館　　☎58−7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園��さくら☎21−0787／すみれ☎21−0120／ひまわり☎22−8246
※電話相談可��あおば☎22−2566／中央☎23−6030／中央分園☎21−7870〔 〕
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久喜・白岡休日夜間急患診療所
☎＆FAX 21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５−10−47（中央保健センター併設）
受付時間
○�18時30分～21時30分…２月７日㈰・14日㈰・
21日㈰・28日㈰、３月６日㈰
○13時30分～16時30分、18時30分～21時30分
　２月11日㈷
診療時間　受付開始30分後�から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●大人を対象とする救急電話相談 ♯7000　☎048－824－4199
　受付時間　毎日…18時30分～22時30分
●小児救急電話相談 ♯8000　☎048－833－7911
　受付時間　�月～土曜日…19時～翌朝７時／日曜日、祝日…７時～翌朝７時
●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内） ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く
●埼玉県精神科救急情報センター
　（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内） ☎048－723－8699

　受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
２月17日㈬　受付：13時～13時45分 平成27年10月生まれ

３月９日㈬　受付：13時～13時45分 平成27年11月生まれ

10か月児健康診査 ２月19日㈮　受付：13時～13時45分 平成27年４月生まれ

１歳６か月児健康診査 ２月24日㈬　受付：13時～13時45分 平成26年７月生まれ

３歳児健康診査 ２月23日㈫　受付：13時～13時45分 平成24年10月生まれ

乳幼児健康相談 ２月18日㈭　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室�
【要予約】 ３月３日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室�
【要予約】 ２月25日㈭・27日㈯ 出産予定日が平成28年５月～７月の妊婦と�

その家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

― 中央保健センター ―
☎21－5354

◆ロコモティブシンドローム予防教室
　40歳からのからだ若返り。自分の体を知って、
筋力アップとバランス能力維持を目指しましょ
う。
日時　３月１日㈫　13時15分～16時
場所　中央保健センター
内容　測定（骨密度、体脂肪、握力等）、予防の
ための栄養の話、筋力アップ・バランス能力維持
のための運動実践等
※�ロコモティブシンドロームとは、骨・関節・筋
肉など体を支えたり動かしたりする運動器の機
能が低下し、要介護や寝たきりになる危険性が
高くなる状態のことです。
講師　遠

えん

藤
どう

登
と

喜
き

子
こ

さん（管理栄養士）・石
いし

田
だ

泰
たい

樹
き

さん（埼玉県済生会栗橋病院理学療法士）
対象　40歳以上64歳以下の市内在住者
定員　25人（申込順）
費用　無料
持物　筆記用具、運動のできる服装、室内用運動
靴、飲み物
申込開始　２月10日㈬　９時
申込方法・問合せ　直接または電話で、中央保健
センターへ

◆親子で遊ぼう～ひなまつり～
日時　２月26日㈮　受け付け９時45分／10時～11時
30分
場所　中央保健センター
内容　手遊び・リズム遊びなど
対象　未就学児（０歳～６歳）とその保護者
定員　30組（申込順）
費用　無料
主催　久喜母子愛育会
申込開始　２月10日㈬　９時
申込方法・問合せ　直接または電話で、中央保健セ
ンターへ

― 菖蒲保健センター ―
☎85－7021

◆すこやか３歳児のつどい
日時　２月28日㈰　受け付け９時30分／10時～12時
場所　菖蒲保健センター
内容　賞状と記念品贈呈、親子遊び
対象　平成24年４月２日～平成25年４月１日までに
生まれた子どもとその保護者
定員　30組（申込順）
主催　久喜市菖蒲母子愛育会
申込期間　２月10日㈬～17日㈬
申込方法・問合せ　直接または電話で、菖蒲保健セ
ンターへ
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　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚
士による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

手●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　２月10日㈬～３月９日㈬（２月１日～９日は広報くき１月１日号に掲載）
事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ２月25日㈭　受付：12時50分～13時45分 平成27年10月生まれ

10か月児健康診査 ３月８日㈫　受付：13時～13時45分 平成27年４月生まれ

１歳６か月児健康診査 ２月24日㈬　受付：12時50分～13時45分 平成26年８月生まれ

３歳児健康診査
２月10日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年10月生まれ

３月９日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年11月生まれ

乳幼児健康相談 ２月16日㈫　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室�
【要予約】 ３月８日㈫　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室�
【要予約】 ２月12日㈮・16日㈫・25日㈭、３月５日㈯ 出産予定日が平成28年５月～７月の妊婦と�その家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ３月７日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成27年４月～５月生まれ

３歳児健康診査 ２月17日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成24年９月～10月生まれ

乳幼児健康相談 ３月１日㈫　受付：13時30分～15時
離乳食のすすめ方教室�
【要予約】 ２月26日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室�
【要予約】 ２月16日㈫、２月24日㈬、２月27日㈯ 出産予定日が平成28年６月～９月の妊婦と�

その家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

健康体操 ３月３日㈭　13時30分～15時30分 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ３月１日㈫　受付：13時～13時30分 平成27年４月16日～５月31日生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月８日㈫　受付：13時～13時30分 平成26年７月16日～８月31日生まれ

乳幼児健康相談 ２月22日㈪　受付：９時30分～11時
離乳食のすすめ方教室�
【要予約】 ３月４日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室�
【要予約】 ２月20日㈯ 出産予定日が平成28年４月～７月の妊婦と�

その家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ウオーキング体操 ３月３日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 ２月18日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

多胎児のつどい（双子・
三つ子の保護者のつどい）

３月９日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター（くぷる）双子・三つ子の保護者

コアラ（障がいのある子�
どもの保護者のつどい） ２月29日㈪　10時～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

わかちあいるーむ（精神
障がい者の家族のつどい）２月18日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族



広報  くき  2016（平成28年）.2 �

こ
の
広
報
紙
は
6
1
0
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
₁₇
円（
う
ち
広
告
料
収
入
を
除
い
た
市
負
担
は
１
部
₁₄
円
）で
す
。

この広報紙は再生紙を使用しています �

思
い
や
る
　
言
葉
と
勇
気
で
　
広
が
る
笑
顔
　
江
面
第
一
小
学
校
５
年
　
春か

す

が

い

日
井
　
椋

り
ょ
う

人
権
標
語

２
２
０
１
６

（
平
成
28年

）
広
報

N
o.141■

発
行
日
�平
成
₂₈年

２
月
１
日（
毎
月
１
日・
₁₅日

発
行
）/■

発
行
�久
喜
市
�■
編
集
�シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
/〒
346 -8501�埼

玉
県
久
喜
市
下
早
見
85 -3

TE
L�0480 -22 -1111（

内
線
5913）

FAX�0480 -22 -1118／
E
メ
ー
ル
�city-pro@

city.kuki.lg.jp

 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎�0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－3319
 ■久喜市役所（第二庁舎）
　〒346-0024 北青柳1404-7 ☎�0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－0300
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎�0480－85－1111（代表）／■FAX   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎�0480－53－1111（代表）／■FAX   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮₆丁目1-1 ☎�0480－58－1111（代表）／■FAX   0480－58－2020

久喜市の人口
１月１日現在

（　）内は前月比

人　口 154,527人　（＋ 7）
男　 77,209人　（＋ 5）
女　 77,318人　（＋ 2）
世帯数 63,507世帯（＋65）

連
載

久
喜
歴
史
だ
よ
り（
第
52
回
）

　

鷲
宮
一
丁
目
に
あ
る
鷲
宮
神
社
は
、
鎌
倉

幕
府
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
歴
史
書
「
吾あ

妻ず
ま
か
が
み鏡

」
の
中
に
た
び
た
び
登
場
す
る
由
緒
あ

る
神
社
で
す
。

　

鷲
宮
地
区
の
辺
り
は
土
地
が
低
く
、
鷲
宮

神
社
境
内
も
自
然
堤
防
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

鷲
宮
神
社
境
内
遺
跡
、
通
称
「
堀
之
内
遺

跡
」
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
前
ま
で
は
、

鎌
倉
時
代
よ
り
前
の
遺
跡
が
あ
る
と
は
想
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

鷲
宮
神
社
境
内
遺
跡
は
、
昭
和
37
年
（
１

９
６
２
）
と
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
の
二

回
に
分
け
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
37
年
の
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
前
期

（
約
６
０
０
０
年
前
）・
後
期
（
約
４
０
０
０

年
前
）・
晩
期
（
約
３
０
０
０
年
前
）、
古
墳

時
代
前
期
（
約
１
７
０
０
年
前
）・
中
期
（
約

１
６
０
０
年
前
）・
後
期
（
約
１
５
０
０
年
前
）

の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
縄
文
時
代
前
期
の
方
形
の
住じ

ゅ
う
き
ょ居

跡あ
と

一
軒
、
同
後
期
の
形
状
不
明
の
住
居
跡
一
軒
、

古
墳
時
代
後
期
の
隅す

み
ま
る
ほ
う
け
い

丸
方
形
の
住
居
跡
（
カ

マ
ド
有
り
）
一
軒
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
縄
文
時
代
の
土
器
、
土
偶
の
脚
部

や
石
器
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
、
須す

え

き

恵
器
や

土ど
だ
ま玉

（
投と

あ
み網

の
網
に
付
け
る
錘お

も
り

）
な
ど
が
出

土
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
が
自
然
堤

防
で
は
な
く
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
台
地
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

遺
跡
の
重
要
性
か
ら
、
昭
和
51
年
（
１
９
７

６
）
に
、
埼
玉
県
の
重
要
遺
跡
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
に
は
二
回
目
の
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
縄
文
時
代
・
古
墳
時

代
の
痕
跡
は
発
見
さ
れ
ず
に
、
近
世
の
溝
が

発
見
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。

　

年
末
年
始
に
毎
年
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ

る
鷲
宮
神
社
は
、
歴
史
的
に
も
ま
だ
謎
が
多

い
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
も
新
し
い
魅
力
を

発
見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
２
）

埼
玉
県
選
定
重
要
遺
跡

鷲
わ

し

の

み

や宮
神じ

ん

じ

ゃ社
境け

い

だ

い内
遺い

せ

き跡
（
堀ほ

り

の

う

ち

之
内
遺い

せ

き跡
）

菖蒲仲町

コンビニ
主
要
地
方
道
川
越
栗
橋
線

利
根
川
堤
防

利根川上流
河川事務所

八坂神社

鷲宮神社
境内遺跡

八坂神社前

至 栗橋

利根川橋南詰
至古河
利根川橋

栗橋駅
入口

国
道
４
号

利
根
川

県
道
60
号

至幸手

利
根
川
堤
防

県
道
さ
い
た
ま
栗
橋
線

栗
橋
駅

東
鷲
宮
駅

久
喜
駅

鷲宮駅

東武伊勢崎線
至 菖蒲

県道加須幸手線

至 

幸
手

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

県道
川越
栗橋
線

郷土資料館

西大輪

文

▲鷲宮神社境内遺跡
　出土土

は じ き

師器

県道栗橋停車場
線

栗橋公民館

旭町 2 丁目会館
旭町交差点

国道
125号

栗橋小学校

東三丁目

県
道
羽
生
外
野
栗
橋
線

栗橋駅入口

利
根
川

ギャラリー
会場

国
道
４
号

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

東
武
日
光
線

　栗橋地区の利根川に関する歴史をテーマに、写真
パネル等の展示を行います。お茶を飲みながらゆっ
くり見学してみませんか。
場所　県道羽生外

そ と の

野栗橋線沿いの空き店舗（栗橋中
央２の９の15）
※�車でお越しの方はギャラリー向かいの専用駐車場
をご利用ください。
入場料　無料
問合せ　栗橋宿ふれあい推進協議会事務局〔都市計
画課（市役所第二庁舎内）／内線148〕

２月13日㈯～21日㈰
10時～16時

※２月15日㈪はお休みします

第11回街角ギャラリー


